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心拍数測定からみた刺戟性食品摂取時の消費エネルギー量

椙山女学園大家政　　　　　　　　○森奥登志江・中野典子・小川安子

　目的　携帯用心拍数記録装置を用いて、食事時の心拍数と酸素摂取量の関係から消費工

ネルギー量を測定し、特に香辛料の強い調理品を食した時、刺戟性に対する心身の反応と

の消費エネルギー量についての比較検討を行ったので報告する。

　方法　1)被検者は19～21才の女子大学生15名。

　　　　2）心拍数と酸素摂取量の回帰直線を得るために、安静時は５分間、運動時は自

転車エルゴメーターを用い、12分ステップ法で測定した。心拍数測定は、毎分の心拍数に

おいて34時間記録が可能なＶＩＮＥ株式会社製、携帯用心拍数記録装置を用いた。R M R測

定は、Doug 1asbag法で行った。

　結果　1）各被検者の心拍数と酸素摂取量間の相関係数は、r=0.9以上であった。

　2）1日の心拍数頻度は毎分70～100回台に集中していたが、朝食・昼食・夕食時の心

拍数は夕食時に比べて朝食・昼食時が高くなっていた。　3)昼食時に刺戟性の強い料理（

Ca ri･乾焼明蝦）を加えたところ、刺戟性の強い料理を食した時は心拍数は高値を示した。

4）刺戟の強い料理と通常の食事との消費エネルギーでは、刺戟性の強い料理を食した時

は、毎分当り平均2.8Idで、通常の食事は平均1.8Idであった。　この結果、食事中の消費エネ

ルギーは料理の内容により変化することが考えられる。

A 91 エ年'／ぞ個吋謝*へのパソゴyの粕篤
　A簒学葛弧欠　0))＼-^朝命　ふ林季子

　盲的　エネ・ぞ一哨貧量k絆算-tにと

iil琵り揖恥董いりリj ^ よで昨卑に

t 3 ヒt,゛)しX もI 什ろft j -i*･ヽ-io 分ゆか

処理it泉かそr れてぃ斥。そたでダしでも

V ') -^K %試ケft.。

ぼ
有
か
計

／甕庫

贋で今

拡多

和fc-

･り保持遵生りための逢丿且な連舞処方や

≫)i.し申ヽレ, いり計算を覧年t計算で
多煙靫を扨う場剣長袴周i饗し，計算
ｊ　／I J -9^―゙ ’ノ/’,　^― ｀)'-＼J　ミ　j　゛| ゛1
のむりり孵要時関i. 節減f 3 盲妁で゛y 3

　方去　エネ･・･￥一時青畳の鯵草に用ヽヽりれてヽ>1 -2 つのまま。即ちの伴莱爾稜当方)茎

慶賎謝゛奥吽値とRMR^恥ヽI 太法ヒ④体凍当T^) *-礎刑幇基準僕^汝紅教謝匹雌用ヽヽａ

才広i.え軟檎貯レた麟果(!)･り太匯r合裸鰐で為3と罵われたのでRりわあ,にもt づ札　そ

れをデロプ゛ラA化し，雁いだ.
　料果　プつつムわ吽令利他到半休体衆,面積咎り塞凛鳶衝^亭値を｡ろり゛いり記泰

之-t-tからと/り.年気体転f軋体竃と入才すにりで瞬所（^虐刑^tす専

鍛てい丿･四卜　ｔ草i- 恥べ訂草"t ^ 磯冷ユ)'3りり｀か-tいた一巣計計庫r'V" 四

ン‘り導Kに；クa－3分戻で熾軋3 よい・々つ翫．it..プ・ダラペ中･こ生賦活動権恢，ふ

種藍t僅軋尊準体重≪- ^'芦馮友等<^ 尊猷ぺ^雅々む乙で為ヽ< i とにt ),　之れり･り値か

再祚に即産に得3 心とか･t'さ3 りであかT^りてわrわ2"計算11 タ零bなべ朴掌rて債利で

乃3．


